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研究成果の概要（和文）：　日本列島では、古墳時代に各種の青銅器が墳墓に副葬された。本研究では、多様な古墳出
土の各種青銅器が、いかなる技術によって製作されたのかを、製品に残された製作痕跡から具体的に明らかにした。
　また、同じ古墳時代の青銅器であっても、製作技術にみる特徴には共通点だけではなく、相違点があることをも確認
した。とくに、青銅器への製作姿勢のあり方から技術系統的に整理し、同時期の青銅器製作にも技術的な異同がみられ
ることを指摘した。さらに、各器物が指向する意匠にみる特質もふまえることで、古墳時代の青銅器には等質的な存在
意義が社会によって付与されたのではなく、器物に応じて多様な社会的役割があったことを説明した。

研究成果の概要（英文）：In the Japanese Islands, various bronze implement was buried in the grave in the K
ofun period. First,in this research, various kinds of various bronze implement of the ancient tomb excavat
ion showed clearly by what kind of technology it is manufactured. And even if it was the bronze implement 
of the same time, it checked that there were not only a common feature but various differences in the fabr
ication method.Furthermore, from there being a difference in a design ,It is thought that there were vario
us social roles in the bronze implement in Kofun period. 
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１．研究開始当初の背景 
 古墳時代のはじまり、すなわち前方後円墳
出現期に確認できる青銅器には、銅鏡・銅
鏃・銅釧・筒形銅器・巴形銅器など一定数の
類例をもつものがあり、それらに加えてごく
わずかに類例の少ない特殊な青銅器が出土
している。しかしながら、この時期の青銅器
生産の実態については、不明な点が多いとい
うのが実情である。これは、ひとえに当該時
期の青銅器生産にかかわる工房跡や鋳型な
どの具体的な資料がみいだされていない点
が大きく影響している。ただ、そうした状況
下においても、いくつかの品目については系
統的な整理が試みられている。 
 銅鏡については、日本列島で製作されたと
判断できる倭鏡、それとは系統の異なる漢・
三国鏡という系統的な差にもとづく枠組み
が古くより認識され、近年は研究の進展によ
り、その識別の精度が高められている。ただ
し、銅鏡の系統識別に際しては、目につきや
すい文様が基準となっており、製作技術はほ
とんどとりあげられていない。 
 また、銅鏃については、弥生時代と古墳時
代の銅鏃が技術的にみて連続性のあるもの
と指摘されているにとどまる。 
 さらに申請者も、銅鏡をはじめ、筒形銅器
や巴形銅器の製作技術について復元案を示
し、それぞれについて技術的な特徴を整理し
たことがある。とくに筒形銅器と巴形銅器と
では、技術系統的にみて大きな差異がある可
能性を見通した。 
 以上のように、古墳出土の青銅器の技術系
統にかかわる研究については、 
①個別の品目ごとの研究が中心であり、しか
も特定の品目に偏る傾向が強い、 
②製作技術の復元的な検討については低調
であり、今後は検討が不可欠である、 
③古墳出土の青銅器にたいして、複数の生産
系統の存在を想定できるようになりつつあ
るが、その背景について具体的な検討はおこ
なわれていない、というのが現状である。 
 個別品目の製作技術にかんしては、先行研
究においてもごく一部の出土例のみで全体
の製作技術として位置づける場合があり、再
検討の必要性が残されている。 
 以上にみた研究の背景から、本研究ではあ
くまでも古墳時代における鋳造技術の復元
を第一の目的とする。多様な青銅器が具体的
にいかなる技術によって生み出されたのか
を明らかにすることを研究の基盤としつつ、
技術の導入と維持について考察を試みたい。 
 
２．研究の目的 
 日本列島では、古墳時代においてさまざま
な青銅器が墳墓に副葬された。そうした青銅
器には、列島内で生産されたものもあれば、
対外交渉によってもたらされたものも存在
し、生産から流通さらには消費（副葬）に至
る過程はじつに多様であったと考えられる。 
 本研究の眼目の第一は、古墳出土の各種の

青銅器が、いかなる製作技術によるものかと
いう復元的な検討を試みることである。第二
として、各種の青銅器が製作技術系統からみ
てどのような関係性を有するのか、さらにそ
うした系統の違いがいかなる背景に基づく
ものであるのかを分析する。第三として、上
記の検討をふまえて、古墳時代の日本列島に
おける青銅器生産体制の成立契機について
考えたい。そのうえで、原始・古代日本社会
における技術の導入と維持にかんして一つ
のモデルを提示し、該期の時代性の一端を探
ることをめざす。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、上述の研究目的を遂行するた
めに、具体的には以下の研究を実施する。 
 古墳出土青銅器の製作技術 すでに述べ
たように、古墳出土の各種の青銅器について
は、製作にかかわる工房や、工房の存在を想
定させる鋳型などがいまだ未見であるため、
具体的な製作状況については不明な点が多
い。しかしながら、各種の青銅器には、製作
にかかわるさまざまな痕跡が残存しており、
丹念に観察をおこなうことで、青銅器の製作
工程である、①鋳型製作→②鋳造→③整形→
④研磨という４つの工程の内容を相当程度
まで復元できる。まずは、観察に基づいて、
各種痕跡を整合的に整理することで、製作技
術の復元的検討を進める。 
 古墳出土青銅器の製作技術系統 古墳出
土青銅器の製作にかかわる４つの工程にみ
る特徴を、各種の青銅器のあいだで比較する
ことで、それぞれの系統的な位置づけを検討
する。検討に際して重視したいのは、製作技
術の異同である。ただし、異なる品目の製作
技術に相違が存在するのは当然であるため、
とくに製作姿勢や製作に対する原理にまで
踏み込むことによって、製作技術系統を整理
し、古墳出土の青銅器の実態把握をめざす。 
 前方後円墳成立期の青銅器生産 日本列
島における古墳時代の青銅器生産がいかな
るものであったのかについては、明らかとな
っていない点があまりに多い。古墳時代に先
行する弥生時代においては、青銅器の製作工
房や鋳型が出土しており、古墳時代の青銅器
製作技術との異同については検討可能であ
る。まずは、弥生時代の青銅器生産とのつな
がりがみとめられるのかどうか、みとめられ
るのであればそれはいかなる特徴を有する
のかを検討する。また、古墳時代と同時期の
中国大陸や朝鮮半島にも固有の青銅器が確
認されているので、それらとの比較をおこな
い、古墳時代における日本列島の青銅器の技
術的な源流に迫る。さらに、列島においても
複数の生産主体が存在したのかどうかにつ
いても検討する。 
 さらに、製作技術系統という観点から、日
本列島の青銅器生産を古代東アジア社会の
なかでの位置づけを模索する。すなわち、古
墳時代の青銅器生産技術がいかなる文化背



景のもとに成立したのかという点について、
社会変動をふまえて考察する。とくに、技術
の導入と維持が具体的にどのようにおこな
われたのかを明らかにし、東アジアの他地域
の状況と比較することで、日本列島における
前方後円墳成立期の青銅器生産の特質と、そ
うした生産体制を生み出した時代性を探る。 
 
４．研究成果 
 日本列島では、古墳時代にさまざまな青銅
器が墳墓に副葬された。 
 本研究ではまず、そうした多様な古墳出土
の各種の青銅器が、いかなる技術によって製
作されたものであるのかを、製品に残された
製作の痕跡から具体的に明らかにした。具体
的には、銅鏡・筒形銅器・巴型銅器・銅釧を
検討の対象として、それらの個別品目の青銅
器の製作技術を復元することを試みた。検討
の結果、鋳型構造や鋳型への割付など鋳型の
製作状況、製品の表面状態から仕上げの研磨
技術や鋳造欠陥が生じたメカニズムなどを
解明した。 
 そして、同じ古墳時代の青銅器であっても、
その製作技術にみる特徴には共通点だけで
なく、さまざまな相違点があることを確認し
た。製作上のリスク低減など、青銅器への製
作姿勢のあり方から技術系統的な整理をお
こない、同時期の青銅器製作においても、技
術的な異同がみられることを指摘した。 
 さらに、こうした製作技術とともに、各器
物が指向する意匠にみる特質もふまえるこ
とで、古墳時代の青銅器には等質的な存在意
義が社会によって付与されたのではなく、器
物に応じて多様な社会的役割があったこと
を説明した。 
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